
- 1 - 

 

平成３１年・令和元年度 事業報告 
（平成３１年４月 1日～令和２年３月３１日） 

 

（はじめに） 

大阪対がん協会は平成２５年８月１日付で旧財団法人から公益財団法人に移行した。今回は公

益財団法人に移行して７期目、期間は平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの報告とな

る。 

《公益目的事業》 
 
（公１）普及・啓発活動：啓発イベント開催・情報発信・がん検診の奨励など 
 

【がんに関する啓発イベント】 

▽主催行事 

① 大阪対がん協会セミナー 

単独で運営する啓発イベント「大阪対がん協会セミナー」を計画通り下記の２回開催した。いず

いも、テーマに基づいた基調講演と講演、第２部のパネルディスカッションでは、講演者の意見交

換を行い、参加者からの質問にも丁寧に回答をしている。参加者にそれぞれの立場からがんにつ

いて考える機会を提供することができた。 

開催日 テーマ 講演（敬称略） 

第６回 

９月２１日 

 

がん診療拠点病院ってなに？ 

松浦成昭（大阪対がん協会会長・大阪国際

がんセンター総長） 

宮代勲、小枝伸行、萬谷和弘、佐久間博子 

第７回 

２月２日 

 

未来のがん医療 

中川和彦（近畿大学医学部内科学腫瘍内科

部門主任教授） 

中村聡明（関西医科大学医学部放射線科学

講座准教授） 

川口知哉（大阪市立大学大学院医学研究科

呼吸器内科学教授） 

坂井大介（大阪大学医学部附属病院がんゲ

ノム医療センター特任講師） 

 

② 成人病公開講座 

大阪国際がんセンター、大阪成人病予防協会とともに４回開催した。いずれも会場は大阪国際

がんセンターで毎回ほぼ満席となり、合わせて約７００人が参加した。各回とも大阪国際がんセン

ターの医師を中心とした講師が、図や表などをまじえて、分かりやすく説明している。各回のテー

マと講師は次の通り。 
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回数 開催日 テーマ 講師（ 敬称略） 

８４回 ６月１１日 がんを早く見つけよう！健診と検診 向井幹夫、山崎秀男、東山聖彦、玉木康博 

８５回 ９月１０日 最新の胃がん治療 上堂文也、大森健、杉本直俊 

８６回 １１月１２日 がんゲノム医療って、何？ 今村文生、熊谷融、井上田鶴子、蘆田玲子 

８３回 ２月１８日 脳腫瘍を知る！ 沖田典子、金山尚之、島雅晴、納冨敦子、 

下梶谷涼子 

 

③ がん予防キャンペーン大阪２０１９ 

「がん予防キャンペーン大阪」実行委員会が主催するシンポジウムは、１０月１２日大阪市中央

区ドーンセンターで開催予定だったが、台風のため中止になった。毎年、当協会は実行委員会を

構成する主催１１団体の一つとして参加しており、構成団体はほかに大阪府、大阪市、大阪府医

師会などで、事務局は大阪府保健医療財団が担当している。今年度のテーマは 「増えている子

宮がん・乳がん！大切な検診と適切な治療」で、３人の講師が、それぞれ「みんなで知ろう！検診

のこと。」「子宮頸がんの予防と治療」「これからの乳癌診療」について講演と総合討論を行う予定

だった。当キャンペーンは、大阪府のがん死亡率とがん検診の受診率を改善するために毎年行

われている。 

 

④笑いとがんライフ（新たな事業） 

 （主催 つながりひろば、共催 大阪対がん協会） 

笑いとがんライフは、つながりひろばと共催で１２月２６日大阪国際がんセンターで開催した。が

ん患者本人とご家族のそれぞれの人生設計に笑いを提供するイベントである。５回シリーズで進

める計画で、２年度は４月（延期）、７月、１０月、１月の４回の開催を予定している。 

 

▽「共催」 「後援」行事 

医療機関、患者団体などが主催するイベントに対して、共催や後援をして支援した。協会ホー

ムページの「講演会・イベント情報」欄に掲載したほか、朝日新聞のお知らせ欄「タウン」への掲載

などで広報ＰＲに務めた。また、協会発行の小冊子「進め！がん防衛隊」を提供し参加者に配布し

たイベントもあり、イベント支援を通じて他団体と信頼関係を築くことに努めている。 

 

【がんに関する情報発信】 

① オリジナル小冊子などの配布 

協会発行のがん啓発小冊子「進め！がん防衛隊第２版」は３０年８月に完成した。３千部印刷し、

多くの方にがんを知るきっかけとしてもらうために、主催行事などでの配布や希望者への送付を続

けている。医療機関などから、大部数を希望された場合は１部１００円で販売を行った。また、別に

がん検診を勧める啓発チラシを２種類作成し配布している。 
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② 協会ホームページ 

インターネットによる情報収集の広がりに対応するため、平成２２年５月に協会ホームページを

開設し１０年目を迎えた。内容の充実を図るとともに、更新して最新の情報提供に努めた。協会が

主催・共催・後援するイベントの告知、がん研究助成奨励金事業の詳細を掲載するほか、決算書

などの情報公開資料も開示している。 

 

③ 事業概要・ 協会報 

 ８月に「平成３０年度事業概要」を発行した。３０年度の事業内容や寄付者名簿のほか、がん研

究助成奨励金受賞者も併せて掲載した。協会報は６月、１２月に発行した。 

 

【日本対がん協会関連事業】 

 「日本対がん協会大阪府支部」としてがん征圧事業で連携、協力を進めた。 

① がん征圧月間 

 ９月を「がん征圧月間」として日本対がん協会が展開する各種事業に参加・協力した。メーン行

事として松山市で開かれた「がん征圧全国大会」に会長と専務理事が参加した。また、共通デザイ

ンの 「がん検診の推進」と「禁煙」の２種類のポスターを１００枚製作し、大阪府医師会、大阪府看

護協会など関係各団体へ送るなど、征圧月間の目的であるがんの予防知識や早期発見・早期治

療の重要性を広く伝えるための啓発活動を行った。 

 

② 近畿ブロック会議 

 日本対がん協会と近畿２府４県の支部が、がん征圧事業の報告や意見交換をする近畿ブロック

会議を１０月３０日に大阪対がん協会が当番支部として開催した。事前に各支部から出された質

問に日本対がん協会と他の支部が答える形式で、検診に関する動向や各支部運営の管理面に

ついて有益な情報を交換する話し合いが持たれた。 

 

③ 乳がん検診無料クーポン券の活用 

 日本対がん協会が発行しているマンモグラフィ検診無料クーポン券を活用し、がん検診の受診

率向上に取り組んでいる。クーポン券は主催・共催行事である大阪対がん協会セミナーなどに参

加された方にプレゼントし、乳がん検診の推進に努めた。 

 

【患者支援活動】 

患者会からの依頼があればイベントの PRなど告知面で協力した。 

 

（公２）がん研究助成：がんの研究、治療に当たる医師、看護師らへの助成 
 

【がん研究助成奨励金】 

新進の研究者・ 医療従事者（基礎・臨床・疫学は４０歳未満、看護等は４５歳未満）を支援する

「がん研究助成奨励金」事業は協会の目玉事業である。同事業は協会設立翌年の昭和３５年度

から始め、今回で６０回目を数えた。２０１９年度は「基礎」「臨床」「疫学」「看護等」の４部門で計１５

人の受賞者を選び、各３０万円を贈呈した。今年度は計８３人から研究計画の応募があり、外部の

専門家など１３人の選考委員が採点した結果をもとに２月２０日に開かれた選考委員会（委員長＝
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松浦成昭・協会長）で受賞者を選んだ。受賞者は今回で延べ１７３４人、奨励金の総額は４億１２３

０万円となった。 

贈呈式は３月１０日、大阪市北区の中之島フェスティバルタワー１２階のアサコムホールで開か

れ、松浦会長が受賞者に賞状と奨励金３０万円を手渡した。受賞者を代表し、基礎の部で受賞し

た小池優平さんが受賞のあいさつをした。 

 
《会員向け事業》 

 

主に賛助会員向けの特典として協会が進めてきた事業について、公益財団法人に移行後は

「その他の事業（相互扶助等事業）」として、公益目的事業と区分している。元年度も以下のような

会員向け事業を継続実施した。 

 

（他１）賛助会員サービス：定期的な情報の提供・がん検診の奨励 
 

【情報の提供】 

① 協会報 

協会報は６月、１２月の２回発行した。各１１００部印刷し、内容は以下の通り。 

発行月 主   な   内   容 

６月号 
２０１８年度がん研究助成奨励金贈呈式・受賞者紹介、希少がん、会員の皆様へのお

願い、事務所移転のご連絡 

１２月号 
２０１９年度がん研究助成奨励金の募集内容、秋のイベント報告（成人病公開講座、

がん予防キャンペーン大阪）、ゲノム医療、来春のがん検診案内 

 

② 事業概要 

「平成３０年度事業概要」を８月に発行した。１１００部印刷し、会員のほか、関係機関、希望者

に郵送した。Ａ４判で４０ページ。従来通り事業報告、決算報告、寄付者名簿などを掲載、がん研

究助成奨励金の２０１８年度受賞者１５人の研究内容を８ページにわたって紹介している。普及啓

発活動の紹介の項目では、協会の主催・共催・後援イベントの一覧表を掲載した。 

 

【がん検診の案内】 

① 春・秋のがん検診 

会員向けがん検診は春と秋に行っており、春（４、５月）は大阪がん循環器病予防センター、 

秋（１０、１１月）は大阪府医師会保健医療センターで、胃、大腸、肺、乳腺、子宮の５部位につい

て実施された。春の検診は協会報１２月号、秋の検診は８月に案内し、受診を勧奨した。元年度

は延べ８3人が受診した。 

がん検診の奨励に対する協会の負担は、春は検診受診票の送付切手代や印刷費の事務経 

費、秋は検診施設である医師会保健医療センターへの２万６千円の助成金である。 
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《協会の運営》 
【運営面の状況】 

① 事務所の移転 

協会は事務所を、昨年６月末に朝日新聞中之島フェスティバルタワー１５階から、大阪国際がん

センター患者交流棟２階に移転した。賃借料を削減することができ、都道府県がん診療連携拠点

病院である大阪国際がんセンターと隣接することで同センターとの連携もさらに深まり、より機能的

に活動ができた。 

② 正会員制度の発足 

 協会の目的に賛同するだけでなく、協会の事業に協力・支援をする正会員制度を発足させた。

「正会員に関する規程」は令和元年１０月度の理事会で承認を受けた。正会員の会費は年間１００

万円で、正会員は協会の事業の進捗について報告を求めることができる。 
 
【決算および寄付の状況】 

① 元年度末の正味財産について 

元年度末の正味財産額は２５７６万円で、前年と比較して１４０万円減少した。収支は、経常収

益が１７１６万円、経常費用が１８５６万円。収入面では前年度に多額の遺贈があり、支出面では移

転に要した経費と人件費の増加があったことから、上記の結果となった。過去３年間の正味財産

の増減は、２８年度（９１万円減少）、２９年度（７２万円減少）、３０年度（７6２万円増加）という結果と

なっている。 

② 受取寄付金とその内訳について 

 元年度の受取寄付金（会費を含む）は１４５９万円で、前年度に比べて７29万円減少した。過去３

年間の受取寄付金は、２８年度１４８４万円、２９年度１３９０万円、３０年度２１８８万円である。 

 寄付金の内訳は、賛助会員からの会費収入が３５９万円、会員数は４８７件、前年度に比べそれ

ぞれ１４万円、６０件の減少となった。会員のうち、維持会員は３９７件、特別会員（会費１万円以上

の個人または法人）は８６件。新入会員は４件。高齢などの理由で維持会員の退会が多く、会員数

の減少が続いている。 会費以外の寄付金は１1００万円、８５件で前年度に比べそれぞれ金額で

７１５万円、件数では１０件減少した。 

③ 募金型自動販売機 

 飲料メーカーと連携し、「がん征圧支援」を掲げる自動販売機の設置に取り組むことで、協会の

収入増と知名度アップをめざしており、合計１０台である。募金型自販機を通じた収入は年間約１

８０万円になり、安定した財源になっている。                                                         

 以上 


